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１．研究計画の概要
種数gが２以上の閉曲面の写像類群、微分同相
群、保面積微分同相群の有界コホモロジーをあ
つかい、以下のような予想・問題にアプローチす
る：
（１）写像類群の特性類（つまり森田・マンフォー
ド類）は全て有界であると予想し、そのグロモフ・
セミノルムをなるべく精密に評価せよ。
（２）曲面の微分同相群（或は保面積微分同相
群）から写像類群への自然な全射 J が有界コホ
モロジーに導く準同型 J^*の作用素ノルムは１よ
り真に小さいであろうという予想を証明する事。
（３）写像類群の２次有界コホモロジー群から（普
通の）２次コホモロジー群への自然な準同型の
核（これは写像類群から実数への正規化された
擬準同型全体と等しい）の元の新しい構成法を
与えよ。
（4）エルミート型対称空間のカノニカルなケーラ
ー類ωが有界であることは例えば対称空間の幾
何を使って示すことができ、ωのグルモフ・セミノ
ルムの具体的値まで知られている。これを一般の
有界領域に拡張することで写像類群の（種数に
比べて次数が小さい）コホモロジー類の有界性を
示すアプローチについて検討した。その結果、
第１番目の森田・マンフォード類を表すコサイク
ルを一つ得た。これはタイヒミューラー空間の３点
を変数とする関数の形で表される。この「関数」が
ウェル・ディファインドであることは全く自明では
なく、それを示すためにはリーマン面のモデュラ
イ空間（のコンパクト化）に関する深い結果を援
用する必要がある。またこのコサイクルが有界で
あるかどうかが非常に興味深いのだが、残念な
がら全くわからない。先に述べたウェル・ディファ
インド性の証明を、有界領域の（タイヒミューラー
空間を含む）より広いクラスに適用できるような証
明に置き換えられれば、一般論を適用する形で

今回得られたコサイクルの有界性を示せる望み
があると思う。またこの問題に関連するが、 Σ
のタイヒミューラー空間の境界上での振る舞いと、
Σ の大域的振る舞いをうまく関連づけるような考
察や結果が得られれば非常に面白いと思う。

２．研究の進捗状況
概要の(1),(3)については写像類群の代数群へ
の表現（のある族）を詳しくみる事で達成で
きると考えている。即ち写像類群の表現ρで
あって、その値域がある代数群 G の有理整数点
のなす群 G（Z）となるようなものが組織的に得ら
れるのであるが、これまでの研究でρをうまくと
れば、G（Z）からある無限位数アーベル群への
ねじれ準同型τが存在し、ρの像はτの核に
含まれる事が判った。もしρの像の G(Z)におけ
る指数が無限と判れば、写像類群の有界コホモ
ロジーについて非自明な結論が得られると期待
される。(2)〜(4)については全く新しいアイディア
が必要に思われる。

３．現在までの達成度

③やや遅れている。
（理由）進捗状況で述べた捩れ準同型の具体
的計算手段がうまく開発できていない事が
ネックになっている。すなわち定義はやや幾
何学的であるが、計算に載せるためのより代
数的定式化が遅れている。

４．今後の研究の推進方策
既に得られている捩れ準同型を一旦、単体ホ
モトピーの言葉に置き直し、そこから代数的
定式化を導くことを考えている。また(4)に
ついてはタイヒミューラー空間論の専門家
など他の研究者との積極的な連携を図るこ
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とで打開していきたいと考えている。

５. 代表的な研究成果
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は下線）
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